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ロ
バ
ア
T

ツ
ン
の
伺
格
水
準
理
論
の
批
列

言~

~[ 

ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
の
債
格

水
準
理
論
の
批
判

青

秀

け
ド

夫

別
稿
に
於
て
吾
み
は
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
侭
格
水
準
縫
勤
理
論

の
説
明
歩
一
試
み
来
っ
た
ロ
以
上
の
絞
漣
は
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
迎

論
の
抑
併
設
に
吟
ん
ど
終
始
し
、
し
か
も
頗
る
た
ど
/
¥
し
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
己
れ
に
上
つ
で
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
四

gas--

た
別
論
白
剤
細
川
が
世
し
で
も
深
め
ら
れ
る
た
ら
ば
、

z
u
h
k

の
努

力
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。
さ
で
此
の
一
併
殺
の
後
に
荒
干
の
批

判
を
記
し
た
い
と
忠
ふ
。

既
遁
の
如
く

てハ
7
ト
ソ
ン
の
割
論
は
貯
蓄
、
投
資
D
h問

念
を
利
附
す
る
と
と
に
よ
う
て
一
居
筒
町
に
構
成
し
得
ら
れ

第
五
十
三
巻

同
六
六

第
四
披

O 
P叫

る
。
印
ち

ロパ

7
ト
ゾ
ン
が
購
買
力
の
流
れ
宮
司
P
B
L

国

5
5与
と
呼
ん
で
財
の
流
れ

(
E
B
B
-『問。
o
A
弘
)
に
針
立
せ
し

め
た
も
の
h

う
ち
、
所
得
又
は
収
入
か
ら
そ
の
支
出
を
業
控
へ

ら
れ
、
従
っ
て
債
格
点
市
在
鹿
し
下
げ
る
方
向
に
作
川
す
る
部

分
、
品
川
ぴ
に
資
本
の
増
加
に
件
っ
て
購
買
力
の
流
れ
に
添
加
さ

れ
慣
格
水
地
引
を
押
し
k
げ
る
方
向
に
作
川
す
る
部
分
を
特
に
取

出
し
て
、
考
察
す
る
こ
と
が
使
冗
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
腕
民

力
白
流
れ
の
此
白
二
つ
の
部
分
が
如
何
な
る
内
存
を
有
す
る
か

は
、
勿
論
問
題
構
成
の
如
何
に
よ
っ
て
夫
々
異
る
で
あ
ら
う
。

己
、
に
そ
れ
を
寸
貯
蓄
」
寸
投
資
L

と
呼
ぶ
の
は
使
宜
に
過
ぎ
や

或
は
腕
買
力
の
流
れ
に
於
け
る
腕
落
部
分
‘
添
加
部
分
?
と
呼

ぶ
方
が
、
或
は
抽
山
首
で
あ
る
か
も
知
れ
た
い
円
。

と
に
か
く
、
貯
蓄
と
投
資
と
D
割
附
に
よ
っ
て
ロ
パ
ア
ト
ソ

y

の
理
論
が
著
し
〈
簡
単
と
在
る
己
と
は
事
資
で
あ
る
が
、

パ
ア
ト
ソ
ン
の
理
論
む
特
徴
が
そ
れ
上
り
も
深
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
こ
と
も
ま
た
既
直
の
如
〈
で
あ
る
。
印
ち
、
彼
は
四
つ
む

係
数
に
よ
っ
て
と
れ
を
更

ι財
貨
側
心
経
勤
に
結
合
せ
ん
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。
貨
幣
側
白
療
動
と
財
貨
側
の
挺
動
と
を
相
問
問 ロ

参照、刊i稿「貸幣流逝期間正平均生産期間J(本誌第五二巻第六挽)r債格安
定政策の費本形成殻果J(本誌第五三巻第二腕)Iロバアトソン白四つの係教
の理靖J(本誌第五主審第三競)。
此心掛を包括的に取扱ワたものと Lでは、例へば、去のも白が堪げられる。z) 



的
に
考
察
し
つ
h
h

債
権
水
準
の
同
盟
動
機
構
今
一
究
明
し
土
う
主
す

る
要
求
を
此
く
の
如
く
積
倒
的
組
織
的
左
形
に
於
て
資
現

L
た

己
と
は
、
た
し
か
忙
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
の
7
4
H

み
難
#
功
績
と
一
五
は

ね
ば
た
ら
む
。

ロパ

7

l
ソ
ン
の
経
消
経
動
組
論
を
北
(
他
の
聞
宇

者
、
例
へ
ば
ア
ブ
グ
リ
オ
ン
、

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
、
ま
た
シ

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
、
カ
ツ
セ
ル
、

ハ
イ
ヱ
ク
の
景
気
理
論
に
比
較

す
る
左
曹
、
と
の
と
と
は
一
暦
明
瞭
に
槻
取
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

と
は
五
へ
、
他
両
に
於
て
此
の
間
つ
の
係
数
の
意
義
を
あ
ま

り
に
も
強
制
し
過
ぎ
た
己
と
は
、
ま
た
ロ
パ
ア

l
ソ
ン
の
失
敗

で
も
あ
っ
た
o

彼
は
上
記
の
「
貯
蓄
」
「
投
資
」
白
概
念
を
用
ふ
る

分
析
を
避
け
て
、
此
の
間
つ
の
係
教
を
以
て
債
格
水
準
の
竣
動

の
問
題
を
全
部
的
に
底
珂
せ
ん
3

と
す
る
傾
向
を
有
す
5
0
然
し

乍
ら
、
既
に
吾
々
が
見
た
や
う
に
、
此
の
間
う
の
係
数
は
、
「
貯

者
L

「
投
資
し
を
泊
し
て
俄
怖
水
準
に
影
響
す
る
の
で
あ
り
、
慣

持
水
準
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
貯
蓄
、
投
資
と
そ
第
一
抗
的
決
定

川
山
ず
で
あ
り
、
と
れ
忙
比
し
て
四
つ
の
係
数
は
宜
J
O
第
二
次
的

で
あ
る
。
従
っ
て
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
の
如
く
、
第
一
吹
的
決
定
閃

子
を
背
後
に
斥
け
寧
ろ
第
三
次
的
決
定
閃
子
を
E
商
忙
持
ち
山
川

ロ
パ
ア
1

ソ
シ
の
倒
特
水
準
理
論
の
批
判

さ
う
'
と
す
る
と
き
、
理
論
的
混
飢
が
生
じ
易
い
己
と
は
明
か
で

あ
る
。
賞
際
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
に
於
て
か
く
心
如
き
不
?
際
は
随

虎
に
見
ら
れ
る
。
以
下
、
先
づ
前
稿
で
問
題
と
し
た
「
銀
行
政

策
と
償
怖
水
準
」
に
於
け
る
促
飢
を
明
か
に
し
、
弐
に
本
稿
で

取
扱
っ
た
四
つ
白
係
数
。
理
論
忙
つ
い
て
己
れ
を
論
宇
る
。

前
稿
で
問
題
と
し
た
「
銀
行
政
策
左
債
格
水
準
」
で
む
迎
論
に

つ
い
て
、
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
、
吾
々
が
「
端
初
的
物
情
、
総

長
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
闘
す
る
n

ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
は
端
初
的
物

倒
騰
究
を
問
題
外
に
放
逐
し
去
る
が
、
そ
れ
は
か
〈
の
如
く
粧

腕
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
吾
々
の
分
析
が
示
し
た

や
う
に
、
端
初
的
物
憤
騰
買
は
、
新
mm備
者
の
賞
物
残
高
創
設

白
速
度
が
鈍
け
れ
ば
鈍
い
程
、
長
期
忙
亙
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
現

買
に
は
相
営
長
い
も
り
、
従
っ
て
そ
れ
だ
け
重
要
注
も
の
左
考

へ
ね
ば
な
ら
む
。
い
ム
ま
で
も
た
〈
、
此
の
端
初
的
物
慣
騰
貴
は

貯
蓄
に
針
ナ
る
投
資
白
過
剰
よ
り
起
る
が
.
貯
蓄
投
資
の
槻
鮪

か
ら
端
一
初
的
物
倒
騰
誌
を
含
め
つ
i
h

問
題
を
庭
却
す
る
方
(
例

へ
ば
ケ
イ
ン
ズ
を
見
よ
)
が
、
貨
幣
流
通
期
間
及
び
平
均
生
産
期
間

強
調
心
意
義
を
す
る
の
飴
り
端
初
的
物
傾
騰
貴
を
皮
外
腕
す
る

第
五
寸
三
巻

四
六
七

第
四
腕

O 
五
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ソ
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D
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も
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理由

州'扱
""'". r.人
そに

。
泊
用
に
つ
い
て
見
る
に
、
平
均
生
産
期
間
も
貨
幣
流
通
期
間

も
モ
白
時
如
、
の
事
情
に
照
巳
て
轡
勤
し
得
ぺ
き
も
の
で
友
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
と
と
る
で
平
均
生
産
明
間
白
渉
-
勤
の
場
合
は
、
そ
れ

と
生
産
高
と
の
聞
に
例
へ
ば
ベ

l
ム
が
迂
悶
生
産
の
牧
谷
法
川

に
つ
い
て
説
い
た
や
う
な
閥
係
が
仔
存
せ
や
、
主
た
生
産
高
。

増
加
分
も
不
健
で
あ
る
限
り
、
以
土
白
理
論
は
此
の
鑓
動
に
よ

っ
て
少
し
も
影
響
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
貨
幣
流
週
明
聞

の
揚
合
は
乙
れ
と
異
る
。
此
の
場
合
に
於
て
も
、
賓
物
礎
高
創
設

の
た
め
の
貯
蓄
の
育
質
憤
値
は
、
此
白
新
し
い
貨
幣
流
通
期
間

(
読
明
は
前
、
と
同
様

Fε
生
産
高
山
一
端
分
川
町
と
り
積

K
等

L
い。

で
号
。
)
。
然
し
此
の
場
合
に
は
、
仮
令
憤
持
水
準
に
経
動
が
た

い
と
し
て
も
、
貨
物
碕
商
創
設
を
完
了
し
た
人
口
部
分
に
於
け

る
保
曲
川

(r
噌
大
円
場
合
)
ま
た
は
放
刊
(
K
減
砂
一
円
場
合
)
が
考
へ
ら

れ
ね
ば
た
ら
印
刷
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
は
、
此
等
心
事
情
を
制
町

酌
し
て
始
め
て
、
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
心
命
題
が
成
立
つ
と
と
に
友

策
五
十
『
一
容

O 
ノ、

四
六
凡

第
四
韓

る。
第
三
に
、
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
理
論
は
、
内
容
的
に
見
れ
ば

た
wh
銀
行
白
債
格
安
定
政
策
は
同
一
h
。
だ
け
の
流
動
資
本
の
形

成
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
ず
に
止
つ
℃
ゐ
る
。
然
し
こ
の
こ
と

は
直
ち
に
、
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
根
本
命
題
が
成
立
し
得
る
乙
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
例
主
以
て
と
れ
を

一
市
さ
号
。
今
、
貨
幣
流
通
期
間
は
平
均
生
時
期
聞
に
等
し
い
と

し
て
、
更
に
新
履
傭
者
の
寅
物
残
高
創
設
期
間
が
生
産
期
問
。

3 
2 

倍
で
あ
る
場
合
を
い
勺
へ
ょ
う
。
此
の
場
合
に
於
て
は

貸
物
残
高
創
設
。
た
め
の
貯
蓄
は
一
律
に
進
士
字
、
波
を
つ
く

っ
て
進
む
。
印
ち
、
腫
傭
増
加
期
聞
の
前
午
に
於
て
多
く
、
後

平
に
少
な
い
。
従
っ
て
銀
行
は
、
同
町
格
水
準
の
安
定
の
た
め
に

は
、
貸
付
を
前
半
に
多
〈
、
後
半
に
少
〈
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然

る
に
流
動
資
本
形
成
の
た
め
の
銀
行
貸
付
の
要
求
は
卒
ろ
逆
の

絞
過
を
辿
り
、
尻
上
り
左
な
ら
う
。
従
っ
て
若
し
銀
行
が
産
業

側
の
要
求
忙
感
じ
て
貸
付
を
行
ふ
B

と
す
れ
ば
、
慣
格
水
準
も
波

駅
を
拙
い
て
へ
前
半
下
落
、
後
半
騰
貴
)
進
む
こ
と
1
h

註
ら
う
。
従

っ
て
、
貨
幣
抗
議
期
聞
が
平
均
生
産
期
間
と
一
致
す
る
こ
と
L



は
、
債
格
水
準
の
安
定
と
流
動
資
本
の
算
術
級
数
的
増
加
と
の

晴
立
を
保
詮
し
得
ざ
る
ζ

と
に
な
る
。
曲
川
て
此
の
雨
立
が
保
詮

さ
れ
る
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
す
れ
ば
、
こ
h
に
所
謂
債
格
水
準

は
一
艮
傭
期
間
を
通
じ
て
平
均
し
た
そ
れ
を
意
味
す
る
と
解
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

+
ー
に
前
稿
で
取
扱
っ
た
四
つ
の
係
数
の
理
論
に
移
ら
う
。
一
応

来
此
の
間
つ
の
係
数
の
理
論
は
、
複
雑
在
る
現
賓
白
穏
動
過
程

に
直
接
に
適
用
せ
ん
・
と
す
る
窓
闘
の
も
と
に
、
構
成
さ
れ
た
も

白
で
あ
り
、
資
際
ま
た
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
そ
の
著
書
に
於
で
此

の
適
用
主
賓
行
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
既
に
多
〈
の
椴
設

的
待
成
白

F
に
於
て
す
ら
、
此
の
阿
つ
の
係
数
だ
け
で
問
題
を

慮
理
し
難
い
と
と
は
、
前
稿
で
詳
論
し
た
泊
り
で
あ
る
。

己
、
忙
詳
言
し
左
い
が
、
複
雑
た
る
現
賓
の
時
現
動
過
程
の
溜
用

が
如
何
に
多
く
の
困
難
を
含
む
か
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
か

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

以
上
に
上
っ
て
、
債
格
水
準

ρ決
定
附
子
と
し
て
貯
蓄
及
び

投
資
を
第
一
究
的
ム
」
見
る
べ
き
で
あ
り
、
寧
ろ
第
二
究
的
友
る

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
債
格
水
準
理
論
の
批
判

「
四
つ
の
係
数
」
に
第
一
次
的
位
置
を
興
へ
た
た
め
に
、

ロ
パ
ア

ト
ソ

Y

U
混
飢
が
生
巳
た
・
と
す
る
私
見
は
明
か
に
な
っ
た
と
信

や
る
。
向
以
上
の
説
明
よ
り
し
て
、
貯
蓄
及
び
投
資
白
形
式
的

在
る
概
念
は
如
何
友
る
事
態
に
も
遁
用
さ
れ
得
る
結
果
、
此
の

槻
紺
に
立
っ
と
き
は
四
つ
の
係
教
の
理
論
の
如
き
拘
束
を
業
ら

ぬ
己
と
も
明
か
で
あ
ら
う
。
然
し
、
何
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は

謂
は
ピ
技
術
的
問
題
で
あ
る
。
最
後
に
ロ
パ

7
ト
ソ
ン
心
理
論

帥
問
成
の
模
本
原
理
に
潤
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
注
意
聖
試

み
た
い
と
息
ふ
。

既
述
白
如
〈
、
夫
k
D
経
済
主
鴇
は
、
そ
の
宵
質
所
得
乃
至

生
産
力
と
一
定
。
関
係
(
貨
幣
流
誼
期
間

r)
に
立
っ
と
己
ろ
の
、

k 

賓
物
残
高
へ
の
要
求
を
有
し
も
貯
蓄
は
現
賓
の
賓
物
残
高
と
此

の
所
史
の
寅
物
建
宜
向
と
の
比
較
に
基
い
て
な
さ
れ
る
、
ム
」
い
ふ

の
が
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
議
論
の
出
務
引
で
あ
る
。
私
は
第
一
に

か
く
D
如
き
貯
蓄
の
貨
物
経
済
的
分
析
に
封
し
て
疑
問
を
呈
出

し
た
い
。
己
、
で
注
怠
す
べ
き
は
、
企
業
者
と
持
働
者
と
が
未

分
離
O
枇
合
経
桝
と
い
ふ
想
定

ιよ
っ
て
、
此
の
ロ
パ
ア
ト
ゾ

y

の
構
想
が
著
し
〈
容
易
左
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ

第
五
十
三
巻
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前掲拙稿「ロパアトソンの同つの係教の理論」3) 



ロ
パ
ア
ト
ツ
シ
円
筒
絡
水
準
理
論
の
批
判

る
。
本
来
、
質
物
残
高
に
叫
割
問
'
せ
し
め
ら
る
ぺ
骨
も
り
は
生
産

力
で
な
く
資
質
所
得
で
あ
ら
う
が
、
己
h

で
は
費
質
所
得
主
生

底
力
と
が
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
現
貨
は
勿
論
と
れ
と

異
る
。
企
業
者
は
一
定
の
貨
幣
持
賃
を
支
掛
っ
て
持
働
者
を
雇

傭
し
つ
h
あ
り
、
然
も
そ
心
貨
幣
持
貨
準
は
種
々
の
事
情
(
憤

習
契
約
D

長
期
性
な
"
と
よ
り
同
定
的
で
あ
り
、
従
っ
て
物
債
の
綾

動
に
よ
っ
て
そ
の
資
質
努
貨
は
そ
の
生
産
力
ー
ー
ー
か
L
る
も
の

が
存
在
す
る
と
し
て
ー
ー
ー
か
ら
絶
え
十
講
離
す
る
。
従
っ
て
己

、
で
は
、
持
働
者
の
生
産
力
は
、
腎
質
弊
貨
と
り
結
び
付
青
を

失
っ
た
結
果
、
貨
物
礎
自
'
ど
も
無
関
係
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
.

生
産
力
は
、
所
得
止
の
附
聯
を
止
へ
ふ
結
旧
市
t

と
し
て
、
経
済
討
議

に
到
し
て
何
ら
指
導
力
を
持
ち
得
ざ
る
に
到
り
、
そ
の
結
県
と

し
て
貯
蓄
の
大
さ
と
も
無
総
と
た
る
。

既
遁
の
知
ぐ
、
新
雇
傭
者
の
創
設
し
土
う
と
ナ
る
賓
物
残
高

が
貨
幣
流
活
期
間
諮
り
の
生
産
高
に
等
し
い
こ
と
が
、
以
上
心

開
論
の
根
本
主
司
た
し
て
ゐ
る
。
然
し
、
と
れ
陀
止
っ
て
見
れ
ぽ
、

此
の
寅
物
残
高
は
、
流
通
期
間
営
り
白
一
音
質
所
得
に
は
等
し
い

か
も
知
れ
た
い
が
‘
流
通
期
間
常
り
の
生
産
力
に
等

L
い
と
は

第
五
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ノ"

限
ら
也
で
あ
ら
う
。
勿
論
此
の
揚
ム
口
と
離
も
、
此
の
貯
蓄
の
大

さ
を
そ
り
生
産
力
に
闘
係
せ
し
め
る
こ
と
U
出
来
る
。
然
し
そ

互
に
現
は
れ
る
比
率
は
、
最
早
現
金
保
有
性
向
と
い
ふ
心
理
的

賓
在
を
去
は
す
も
の
で
は
た
く
、
技
巧
的
忙
算
出
せ
ら
れ
た
る

数
字
忙
過
ぎ
む
と
と
、
在
る
。
向
此
D
揚
合
、
公
衆
は
た
い
h

現

金
成
高
と
貨
幣
所
得
と
の
間
の
闘
係
を
考
慮
す
る
に
止
る
、
と

い
ふ
批
判
も
可
能
で
あ
ら
う
。
来
し
て
然
ら
ぽ
、
賓
物
残
高
は

支
出
及
び
貯
蓄
白
決
定
を
何
ら
左
右
し
得
た
い
こ
と
h

た
る
。

事
買
は
寧
る
か
〈
白
如
き
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
此
白

貼
は
E

L
で
は
立
入
っ
て
論
じ
な
い
。

第
二
に
、
こ
の
こ
と
L
関
聯
し
て
、
新
雇
傭
者
の
貯
中
南
が
流

動
資
本
形
成
資
金
主
賄
ム
と
見
る
見
解
を
吟
味
し
た
い
。
既
述

の
如
〈
、
投
資
側
に
不
均
生
産
期
間
が
立
つ
白
に
到
し
て
貯
蓄

側
に
貨
幣
涜
遇
矧
聞
が
立
つ
の
は
、
此
の
貯
蓄
の
主
慨
が
新
雇

傭
者
在
る
が
故
で
あ
る
。
然
し
新
居
傭
者
心
貯
請
は
そ
れ
ほ
ど

重
裂
で
あ
ら
う
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
此
の
場
合
そ
れ
上
り
も

は
る
か
に
草
要
友
役
割
を
演
や
る
貯
者
が
あ
る
。
そ
れ
は
企
業

者
利
潤
か
ら
む
貯
蓄
で
あ
る
。
信
州
臓
張
む
過
程
に
於
て
は
、



一
般
に
債
格
騰
貨
に
件
ひ
利
潤
が
増
加
す
る
と
と
は
周
知
の
事

密
で
あ
る
。
流
動
資
本
を
引
績
苦
情
加
し
て
行
く
場
合
に
於

て
、
そ
れ
を
賄
ふ
べ
き
貯
蓄
の
源
泉
と
し
て
此
の
利
潤
は
最
も

有
力
で
あ
り
、
と
れ
に
比
し
て
新
雇
傭
者
心
所
得
は
側
め
て
貧

弱
で
あ
る
。
県
し
て
然
ら
ば
、
貯
蓄
の
大
さ
を
決
定
す
る
も
の

は
新
就
業
者
側
の
一
事
情
で
は
な
く
、
か
く
の
如
〈
利
潤
を
得
る

企
業
者
側
の
一
事
情
で
た
け
れ
ば
な
ら
由
。

第
三
に
問
題
と
た
る
の
は
、
的
格
水
準
の
決
定
同
一
寸
ー
と
し
て
‘

以
上
の
四
つ
の
係
数
白
他
に
、
向
銀
行
。
貸
付
利
率
が
考
へ
ら

る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
方
法
的
に
云
つ

で
、
期
間
分
析
の
方
法
の
長
大
白
山
潤
拡
が
己
、
に
存
ず
る
と
と
一

は
也
μ
て
論
ビ
た
如
く
で
あ
る
。
己
主
で
は
寧
ろ
、
ロ
バ

7
ト
ソ
一

ン
は
そ
の
倒
格
水
準
鐙
動
現
論
に
於
冗
此
心
要
ぷ
を
ど
う
取
扱
一

寸
た
か
を
殺
べ
る
に
止
め
た
い
。
民
活
白
如
く
、
ロ
パ
ア
ト
ソ

y
は
偵
格
水
準
を
以

h
の
四
つ
白
係
数
で
問
ま
れ
た
自
己
封
鎖
一

的
危
シ
ス
テ
ム
と
考
へ
‘
利
子
歩
合
は
北
(
他
の
要
素
と
共
忙
、
此
一

等
の
係
数
(
特
に

r
o
D
D
三
者
)
へ
の
影
響
在
通
じ
て
始
め
て
慎
一

格
水
準
に
影
響
す
る
と
考
へ
た
。
明
h
に
此
の
理
論
梼
成
は
ケ
一

イ
ン
ズ

D
モ
れ
と
針
瞭
的
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
れ
の
制
論
構
成

が
遡
営
で
あ
る
か
。
乙
れ
は
別
に
論
ぜ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
一

陳
翰
盆
著
「
倍
業
費
本
と
支
那
農
民
」




